






















































































































































































































































































































































































































「 士 円 原 村 」 （ 畠
）や「新家里」（田）！「新家村」
25





















































































丸犬丸」の項にみる六ケ村について考えてきたのである 、その結果、まずこれらの「村」 成立につ ては、①士川原・新家両村のように名聞の所在する古代的条旦の内部の荒地を昌地として開墾して生じた「村」。①香取・大畠・二俣・田太村のように名田の
－ 一 凶























紀とみられる）、領主制の属性の側面た 支配・徴納 都合 よいように村が編成されてくるのは当然 理であるといわねばならない。したがって「村」の名称・区分 変動の原因 より正しくは、中世の 古代 自
然集落の系譜ではなく
、可変的所有


































































































































































































































































































































































































































対する干渉を排除し、自己 支配を永く定めよう したものであって、いわば排他的な「私領」の完全支配を目的としてある。彼常重は神威を募ることができれば不輸不入権の獲得も可能であるとみたのかもしれ い。そしてそのような考えを抱かせ実行させたのはやはり在地におけ 彼 現実的実力以外にはありえない、そのような実際的力量があったればこ 公旧における官物のふりかえというようなこともなしえ のである。
彼常重が「出段別占斗伍升畠段別伍升」というかなり高率な「地利上分」を寄進の条件にした時、国街へ提出した寄文にはた








































ことと合わせてみると、常重をして「在地における実質的な領主権」の定着した地であると理解さ ている。そしてそこから石母田正氏がしめされた私営田領主か 荘園の在地領主への発展の形態をもっ典型的な豪族的領主層 して 千葉氏を指摘されたので
（ 凶 ）
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宮御領之日、相副調度文書等、永令附属仮名荒木田正富先畢」とあるから荒木田延明のことであることが判明する（ 前 掲 註 （
5




〉 文 書 。
（時）前掲註ハ
6













































































































… 叩 ん 紘 一 川 一 時 渡 戸
一 一 一 山 一 町 一 湖 沼 一 九 州 十 日 原
・ 大
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に積極的にのりだしているということは 彼がいま に直接経営を行っていたようにもみら るが、逆に開墾・経営を行う 当つ
－ ？
h 





























































































































































































































































ての香取社領をしっ り 留意しておかねばな まい。
（叩）永原慶二「中世村落の構造と領主制」（稲垣泰彦・永原慶二編「中世の社会と経済』所収一五六
J

















































































れないからといって、両国が広常や 胤に統一され たとは考えられないと べている
ο
しかし豊田氏の場合は、






































味する。ただ異なる点は、私的所有関係の本質 有するかどうかという点である。したがって在地領主制 展開に伴って「村」の名称・区分も、彼ら 支配・徴納の都合のよいように組み えられてくる。その意味からいうと 中世期の史料上に現わは、可変的所有関係を内容とする私領主あ いは在地領主によてつくられた擬制的村（落）であった いえ う
。
それ故に、私







































































主層が、勤労農民をど ように掌慢 、どのようにして白らの封建的支配組織をつくり上げていくかが問われるのであるが、古代的「職」の中にのみあった香版社の領主制は、基本的に右の命題に反しており、彼らが真 在地領主制 軌道に自己を せるには、その古代的「職」の権威と 別に、右 い 積極的 ．取り組まねばならない であるコまさ 以 でこのこと 気づいたのは鎌倉中期のことであって、南北朝以降本格的に 自己課題を追及するようになる
Q
小杭では、香取社の右
の展望とと
もに鎌
倉から室町則の社偵の基礎構造を ベるつもりであった
、この
点について 紙幅の関
係で別稿
を用意したい
。
尚、本論は福田地
区 一彦氏の業績に拠るところが多いにもかかわら
ず、同氏への疑問点を中心 すえている
。も
し誤解があればお許
し頂きたい
。
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